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東
京
高
裁
前
宣
伝
行
動

５
月
14
日
、
東
京
生
存
権
裁
判
が
行
わ
れ
る
東
京

高
裁
前
で
、
約
40
人
が
参
加
し
、
元
気
に
宣
伝
行
動

を
行
い
ま
し
た
。

横
井
邦
雄
原
告
団
団
長

私
た
ち
は
生
活
保
護
老
齢
加
算
の
廃
止
に
対
し
、

２
年
前
の
２
月
に
老
齢
加
算
廃
止
処
分
の
取
消
し
を

求
め
て
東
京
地
裁
に
提
訴
し
ま
し
た
。
き
ょ
う
は
東

京
高
裁
で
２
回
目
の
裁
判
を
迎
え
て
い
ま
す
。
裁
判

で
は
私
た
ち
の
声
を
聞
き
入
れ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
ど

れ
だ
け
の
人
が
生
活
に
困
っ
て
い
る
か
。
住
居
ま
で

奪
わ
れ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

今
の
政
府
の
や
り
方
は
、
徳
川
時
代
の
封
建
社
会

と
ち
っ
と
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
老
人
は
文
句
を

言
う
な
と
言
わ
ん
ば
か
り
で
す
。
主
人
公
は
政
治
家

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
民
で
す
。
老
齢
加
算
・
母
子

加
算
の
廃
止
を
撤
回
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

弁
護
士

昨
年
６
月
26
日
の
東
京
地
裁
の
判
決
で
は
、
老
齢

加
算
の
廃
止
に
よ
っ
て
苦
し
い
人
が
い
る
の
に
、
生

活
保
護
よ
り
も
低
い
水
準
で
生
活
し
て
い
る
人
が
い

る
。
だ
か
ら
廃
止
し
て
も
と
い
う
国
の
解
釈
通
り
の

判
決
で
し
た
。
老
齢
加
算
を
含
め
て
や
っ
と
生
活
を

し
て
き
た
の
に
、
生
存
権
を
奪
う
判
決
で
す
。
今
、

高
裁
で
闘
っ
て
い
ま
す
。
ご
一
緒
に
生
存
権
を
守
る

た
め
裁
判
を
勝
利
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

荒
川
支
え
る
会

生
活
保
護
の
老
齢
加
算
・
母
子
加
算
が
廃
止
さ
れ

た
。
日
本
で
は
年
間
３
万
人
以
上
の
自
殺
者
が
11
年

続
い
て
い
る
異
常
な
事
態
で
す
。
こ
ん
な
に
自
殺
者

が
い
る
の
に
、
何
ら
対
策
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

国
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
老
齢
加
算
廃
止
・

母
子
加
算
廃
止
撤
回
さ
せ
元
に
戻
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

東
京
生
存
権
裁
判

東
京
高
裁
第
２
回
裁
判

お
知
ら
せ

高
裁
あ
て
署
名

個
人
署
名

七
万
六
〇
三
〇
筆

団
体
署
名

四
八
九
団
体

大
い
に
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う

新
宿
支
え
る
会
第
３
回
総
会

６
月
16
日
（
火
）
18
時
30
分
～

若
松
地
域
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ
第
２
集
会
室

生
存
権
裁
判
を
支
え
る
東
京
連
絡
会
幹
事
会

６
月
19
日
（
金
）
13
時
30
分
～

労
働
会
館
５
階
会
議
室

全
国
連
絡
会
総
会
＆
シ
ン
ポ

６
月
13
日
（
土
）
13
時
～
15
時
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

15
時
～
16
時
総
会

会
場

文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
３
Ａ

誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
下
さ
い



高
裁
第
２
回
裁
判
の
内
容
と

弁
護

士
会
館
で
の
報
告
集
会

５
月
14
日
、
生
存
権
裁
判
の
東
京
高
裁
で
の

第
２
回
裁
判
が
14
時
か
ら
一
〇
一
大
法
廷
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
各
地
域
支
え
る
会
、
都
団
体
、

原
告
団
、
弁
護
士
な
ど
一
四
二
人
が
参
加
し
裁

判
に
臨
み
ま
し
た
。
法
廷
が
満
杯
の
状
態
で
裁

判
を
見
守
り
ま
し
た
。

青
柳
馨
裁
判
長
か
ら
は
、
控
訴
人
本
人
尋
問

に
よ
る
立
証
内
容
が
判
断
と
ど
う
結
び
つ
く
か

が
問
題
。
ま
た
、
冨
家
証
人
以
外
の
証
人
は
、

何
が
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
」
な
の
か
の

問
題
。
本
件
で
は
法
56
条
の
適
用
の
有
無
が
問

題
と
な
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
が
、
そ
う
で

は
な
く
朝
日
訴
訟
最
高
裁
判
決
の
枠
組
み
で
考

え
る
と
な
っ
た
場
合
、
何
が
「
最
低
限
度
」
か

は
基
本
的
に
は
厚
労
大
臣
が
決
め
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
、
専
門
家
証
人
等
が
こ
れ
が

「
最
低
限
度
」
だ
と
言
っ
て
も
裁
判
所
は
判
断

で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
？
そ
の
点
の
議
論
が

必
要
で
あ
る
。
人
証
の
採
否
は
次
回
に
決
め
る
。

被
控
訴
人
も
採
否
に
つ
い
て
書
面
を
出
す
な
ら

次
回
ま
で
に
出
す
よ
う
に
と
述
べ
ま
し
た
。

被
告
側
か
ら
は
何
の
弁
論
も
な
く
、
第
１
回

裁
判
に
対
す
る
反
論
の
書
面
だ
け
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

裁
判
が
終
わ
り
弁
護
士
会
館
で
報
告
集
会
を

行
い
ま
し
た
。

田
見
弁
護
士
か
ら
第
２
回
裁
判
で
提
出
し
た

書
面
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
①
老
齢

加
算
創
設
の
経
緯
等
に
関
し
て
、
老
齢
加
算
が

出
来
た
当
時
の
厚
生
省
の
課
長
の
証
言
を
集
め

た
冨
家
貴
子
（
金
沢
福
祉
専
門
学
校
教
員
）
さ

ん
の
意
見
書

②
生
活
保
護
に
関
す
る
専
門
委

員
会
の
岩
田
正
実
委
員
長
か
ら
老
齢
加
算
廃
止

の
経
緯
と
裁
判
で
の
判
断
に
つ
い
て
大
変
不
服

で
あ
る
と
い
う
意
見
書

③
原
告
そ
の
他
高
齢

生
活
保
護
受
給
者
の
生
活
実
態
に
つ
い
て
、
民

医
連
生
活
実
態
報
告
書

④
高
齢
者
及
び
低
所

得
者
の
生
活
実
態
と
法
56
条
、
憲
法
25
条
違
反

に
つ
い
て
、
日
本
福
祉
大
学
近
藤
克
則
教
授
の

意
見
書

⑤
「
健
康
で
文
化
的
な
生
活
水
準
」

に
つ
い
て
佛
教
大
学
金
沢
教
授
の
意
見
書
３
通

⑥
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
原
告
の
生
活
実
態

調
査
報
告
書
に
つ
い
て

⑦
朝
日
訴
訟
の
最
高

裁
判
決
が
あ
る
。
そ
の
枠
組
み
で
や
る
の
か
枠

組
み
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
の
裁
判
長
発

言
に
対
す
る
弁
護
団
の
見
解

等
の
準
備
書
面

を
提
出
し
ま
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

原
告
の
決
意
表
明

第
２
回
裁
判
に
参
加
し
た
原
告
８
名
の
み
な

さ
ん
か
ら
、
「
私
の
生
き
て
い
る
う
ち
に
何
と

し
て
も
裁
判
を
勝
利
さ
せ
た
い
」
「
み
な
さ
ん

の
ご
奮
闘
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
も
元
気

に
頑
張
り
ま
す
」
「
生
き
続
け
て
い
く
た
め
に

生
存
権
裁
判
は
負
け
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

私
も
頑
張
り
ま
す
」
な
ど
熱
い
決
意
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

裁
判
の
報
告
を
す
る
田
見
弁
護
士

高
裁
第
２
回

裁
判
報
告
集
会

決
意
表
明
を
す
る
原
告
の
み
な
さ
ん

北
九
州
生
存
権
裁
判

福
岡
地
裁
が
不
当
判
決

６
月
３
日
に
北
九
州
市
の
生
活
保
護
受
給

者
39
人
が
同
市
に
対
し
老
齢
加
算
の
廃
止
決

定
の
取
消
し
を
求
め
た
裁
判
の
判
決
が
福
岡

地
裁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
判
決
の
主
な
点
は

○
憲
法
の
定
め
る
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低

限
度
の
生
活
」
を
維
持
す
る
に
足
り
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、
何
が
健
康

で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
で
あ
る
か
の

認
定
判
断
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
合
理
的
裁

量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

○
単
身
無
職
の
60
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
者
よ

り
、
70
歳
以
上
の
生
活
扶
助
相
当
消
費
支
出

が
低
い
こ
と
。

○
70
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
一
律

に
基
準
生
活
費
に
一
定
額
を
加
算
す
る
必
要

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

○
「
生
活
保
護
制
度
の
在
り
方
に
関
す
る
専

門
委
員
会
」
の
最
終
的
な
報
告
書
で
も
、
生

活
扶
助
基
準
は
基
本
的
に
妥
当
で
あ
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
。
老
齢
加
算
を
減
額
・
廃
止
し

た
こ
と
が
著
し
く
不
合
理
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
ま
で
は
で
き
な
い
。

○
原
告
の
多
く
が
、
テ
レ
ビ
を
保
有
し
、
新

聞
を
購
読
す
る
な
ど
し
て
い
る
こ
と
、
原
告

ら
の
多
く
は
定
期
的
に
外
出
し
、
趣
味
を
有

す
る
者
も
見
ら
れ
る
こ
と
等
、
原
告
ら
の
生

活
が
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
水
準
を
下
回
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

と
い
っ
た
、
今
ま
で
に
な
い
不
当
な
判
決
と

な
っ
て
い
ま
す
。

第
３
回
裁
判

７
月
16
日
（
木
）
14
時
～

東
京
高
裁
一
〇
一
号
法
廷


